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こ
れ
か
ら
は
成
人
と
し
て
責

任
と
自
覚
を
も
た
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
私
は
医
師
を
目
指

し
て
い
る
の
で
、
将
来
的
に
人

の
命
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
し
っ
か
り
と
自

覚
し
、
責
任
の
あ
る
行
動
を
し

た
い
で
す
。

　

両
親
は
愛
情
を
持
っ
て
私
を

育
て
て
く
れ
ま
し
た
。

と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
少

し
ず
つ
で
も
恩
返
し

し
た
い
で
す
。

　

23

責
任
あ
る
大
人
に

万
感
の
思
い
を
胸
に
旅
立
ち

　

晴
れ
着
や
ス
ー
ツ
姿
の
新
成
人
が
大
人
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
新
成
人
1
2
3
人
を
代
表
し
て
諏
訪
部
純
平
さ
ん
と
工
藤
恵
里
那

さ
ん
が「
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
を
創
っ
て
い
く
先
頭
を
走
る
の
は
私
た
ち
。

明
る
い
未
来
を
創
り
た
い
」
と
力
強
く
成
人
宣
言
を
し
ま
し
た
。

　

成
人
式
実
行
委
員
が
制
作
し
た
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
上
映
で
は
、
サ
プ
ラ
イ

ズ
ゲ
ス
ト
と
し
て
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
栗
山
英
樹
監
督
が

ス
ク
リ
ー
ン
に
登
場
。「
夢
は
持
ち
続
け
る
限
り
可
能
性
が
あ
る
。
夢
を

持
ち
続
け
て
ほ
し
い
」
と
新
成
人
に
エ
ー
ル
を
お
く
り
ま
し
た
。 

　　　

も
っ
と
視
野
を
広
く
し
て
全

体
を
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
り
た

い
で
す
。
そ
し
て
お
母
さ
ん
の

よ
う
な
大
人
に
な
っ
て
、
お
父

さ
ん
の
よ
う
な
人
と
結
婚
し
た

い
で
す
。

　

今
は
札
幌
の
大
学
に
通
っ
て

い
ま
す
。
札
幌
に
出
て
か
ら
栗

山
の
良
さ
が
と
て
も
わ
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
ど
こ
か
の

ま
ち
で
就
職
し
た
と
し
て
も
、

い
ず
れ
は
栗
山
に
戻
っ
て
き
た

い
で
す
。

視
野
の
広
い
大
人
に

1力強い成人宣言。2記念品のお
酒はちゃんと二十歳になってか
ら。3椿原紀昭町長から「若い情
熱を持ってチャレンジしてくださ
い」と激励。4祝電披露。たくさ
んの方からお祝いのメッセージが
贈られました。5友人たちと久し
ぶりの再会。6実行委員会のメン
バー。ご苦労様でした。7司会進
行は緊張の連続。8式も終わり自
然と笑顔がこぼれます。

万感の思いを胸に旅立ち

2013 成人式

新成人への記念品として、式で撮影した記念写真をラベルにしたお酒と、
栗山英樹さんからのメッセージが贈られました。

千葉 慶宜さん

金谷美咲さん

平
成
25
年
1
月
13
日

1
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町
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
各
事
業

の
成
果
を
評
価
・
検
証
し
、
次
年
度
へ
の

改
善
に
つ
な
げ
る
目
的
か
ら
政
策
評
価
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
年
度
の
半
期
を
終
え

た
９
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
事
中
評
価
を

行
い
、
次
年
度
予
算
編
成
に
改
善
策
を
反

映
す
る
仕
組
で
す
（
右
図
）。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
そ
の
評
価
の
サ

イ
ク
ル
に
町
民
が
参
加
す
る
政
策
評
価
委

員
会
（
外
部
評
価
）
を
設
置
し
、
町
民
の

目
線
か
ら
の
事
業
改
善
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
委
員
会
は
、
町
民
委
員
５
人
（
右
表
）

に
よ
り
構
成
さ
れ
、
酪
農
学
園
大
学
の
河

合
博
司
教
授
（
地
方
自
治
研
究
室
）
の
助

言
を
受
け
な
が
ら
、
評
価
基
準
の
設
定
か

45

平成 24 年度栗山町政策評価委員会報告
● REPORT

町民の声を

町政に届ける
町民の声を

町政に届ける
“ 町民目線 ” の評価結果を町長に報告（6 事業）

　町の実施する各種事業を “ 町民の目線 ” から評価し、改善につなげること
を目的とする政策評価委員会（永池英彦委員長）が昨年 12 月 21 日、栗山
町第５次総合計画から選定した６事業の評価をまとめ、椿原紀昭町長に報告
しました。町では、現在、評価委員会の評価を踏まえた予算編成作業を行っ
ており、平成 25年度事業での改善策について協議しています。

ら
、
事
業
選
定
、
事
前
学
習
を
経
て
、
担

当
課
に
対
す
る
事
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
説
明
・

質
疑
）
を
実
施
。
①
必
要
性
、
②
公
平
性
、

③
実
施
方
法
（
実
施
内
容
、事
業
コ
ス
ト
）、

④
協
働
性
（
情
報
共
有
と
町
民
参
加
）、
⑤

事
業
成
果
の
５
つ
の
視
点
を
踏
ま
え
、
総

合
的
に
評
価
し
ま
し
た
。

　
町
民
の
声
を
受
け
て

　
ま
ち
の
仕
事
の
改
善
を

●政策評価制度の流れ

③町民による外部評価　
（政策評価委員会）

※ 7 月より事業選定、事前学習などを実施
　委員会開催は 12 回

④町長による評価（最終）

次年度に向けた改善
（次年度予算への反映）

9 月

10月

11月

12月

平成 24 年度の報告書を椿原町長に
手わたす永池英彦委員長ほか４人の
委員の皆さん（12月 21日）

委員長 永池　　英彦 湯　地

副委員長 坂口　由紀子 北学田
委　員 大沼　　英明 松風２
委　員 越前谷　　徹 富　士
委　員 古瀬　　鈴子 朝日４

●政策評価委員（※敬称略）

※酪農学園大学・河合博司教授（地方自治研究室）
　をアドバイザーとし、助言を受けながら活動

評価対象事業 総合評価コメント（改善のポイントなど） 判　定

①栗山町農業振興公社事業
　　※農地流動化対策、農業担い手の育成
　　　・支援などを目的とする公社の運営
　　　（特に担い手対策を中心に評価）

●農業を理解してもらううえでも、公社設立の意義やメリットを
　町民に発信すべき（町広報やホームページ）。
●公社運営に対する女性の参画を。
●担い手対策について、土地の集約や財政支援は重要であるが、
　人材育成や配偶者の確保にも留意した事業展開をすべき。

何らかの改善
を伴う継続

②特定健診および保健指導事業
　　※国民健康保険加入者の 40 歳以上を
　　　対象に、生活習慣病（高血圧・高血
　　　糖・脂質異常など）の予防に向けた
　　　健診および保健指導を行う事業

● ｢福祉のまち栗山｣ にとって受診率の低さは大きな問題。近隣
　の事例から、原因は “ 何か ” をさぐり早急に手を打つべき。
●栗山独自の無料健診（29 歳および 34 歳、3 年連続の 3 年目）
　の意義が住民に浸透していない。
●町広報はもとより、医療機関との協力強化、集団健診の充実、
　健康づくり推進員の活用など、あらゆる手段で対応すべき。
●食育事業との連携も必要。

何らかの改善
を伴う継続

③介護予防事業
　　※高齢者の要介護状態の予防を目的に
　　　専門指導による運動や、体力づくり
　　　教室を実施する事業

●利用者負担が利用者の重荷にならないよう気を配って欲しい。
●現在は体力づくり中心のメニューであるが、医療機関とも連携
　した独自性のあるメニュー（認知症対策、生きがいづくりなど）
　づくりが必要。
●より多くの対象者に知ってもらう工夫が必要。
●さらに高齢化が進む中「栗山なら安心」といえるまちづくりを。

何らかの改善
を伴う継続

④廃棄物中間処理施設整備事業
　　※埋立ごみの炭化処理を行い、ごみ
　　　の減量と、最終処分場の延命化を
　　　図る事業（炭の地域還元も予定）

●ごみモニター制度や、子どもへの啓発（ごみ育）など、新たな
　視点で、さらなる周知を検討してはどうか。
●炭の活用に関しては、成果が上がらないのが不満。もっと住民
　の声を聞いて良い方法をさぐって欲しい。
●施設の管理経費（約 2,300 万円）の削減に努力を。
●炭化施設での爆発事故がすぐに町民に伝わらず、2 ヵ月も後に  
　報告されたことは、協働のまちづくりの精神に反する

何らかの改善
を伴う継続

⑤防災情報通信手段調査・構築事業
　　※災害時の情報伝達の手段に関する
　　　調査検討を行う事業（防災無線、
　　　コミュニティ FM 活用など）

●多額の費用を要する防災無線より、携帯電話やメディアを通じ
　た伝達方法、住民相互で助け合う方式など、各地の事例を調査
　して、栗山だからこそできる伝達手段の構築を。
●検討委員会の設置も良いが、自治基本条例が制定されるので、
　広く住民参加により事業の内容を問うのも良い。
●災害はいつ起きるか分からないので早急に検討して欲しい。

現状どおり継続

⑥介護福祉学校運営事業
　　※介護福祉士を養成する町立の介護
　　　福祉学校の運営
　　　（特に学生募集を中心に評価）
　　　（H24 入学 56 人／定員 80 人）

●介護福祉学校は ｢福祉のまち栗山｣ のシンボルであるが、学校
　も学生もまちに溶け込んでいない。あらためてその意義を町民
　が理解できるように投げかけて欲しい。
●頑張っている学生の姿を紹介するなど、広報やメディアを使っ
　た周知活動、地元との交流、特色ある講座、奨学金制度など、
　全ての方法を見直して学生の確保を。
●卒業生（介護福祉士）の待遇改善を国に訴え続けていくべき。

何らかの改善
を伴う継続

●平成 24 年度　政策評価委員会・評価結果（６事業）

　

評
価
委
員
会
で
は
、
各
事
業
を
評
価
す

る
に
あ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
現
地
視
察

や
担
当
者
を
招
い
て
の
事
前
学
習
を
実
施

す
る
な
ど
、
学
習
と
現
状
把
握
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
単
な
る
行
政
批
判
や
事
業
の

是
非
を
判
断
す
る
視
点
で
は
な
く
、
官
民

の
情
報
共
有
と
、
町
民
参
加
に
よ
る
事
業

改
善
の
視
点
か
ら
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

永
池
委
員
長
は
「
町
民
の
熱
意
が
ま
ち

を
変
え
る
、
と
い
う
思
い
で
活
動
し
た
。

町
民
参
加
の
ま
ち
を
目
指
し
て
自
治
基
本

条
例
制
定
に
向
か
う
中
、
こ
の
委
員
会
が

町
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
で
あ
っ

て
欲
し
い
」と
感
想
を
述
べ
、椿
原
町
長
は
、

「
町
民
の
関
心
の
高
い
事
業
を
選
定
し
、
率

直
に
評
価
を
い
た
だ
い
た
。
結
果
を
受
け

止
め
、
予
算
編
成
に
皆
さ
ん
の
声
を
反
映

し
た
い
」
と
、
半
年
近
く
に
わ
た
る
委
員

会
の
活
動
に
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
町
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ

　
パ
イ
プ
役
に
…

▼町担当者に対する事業ヒアリング▼介護福祉学校の現地視察と学習会

①事業担当課による評価

②副町長による評価　　

◆問い合わせ
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502



１  行政全体の見直しに関すること

■月額給料の削減および各種手当の廃止・削減 （特別職、一般職）　　　　　　　　　　　（実施年月）

○特別職 町長１０％、副町長８％、収入役・教育長７％削減 平成１５年４月～平成１８年３月

町長２０％、副町長１５％、教育長１０％削減 平成１８年６月～平成２０年３月

町長３０％、副町長２０％、教育長１５％削減 平成２０年４月～平成２２年３月

町長２０％、副町長１５％、教育長１０％削減 平成２２年４月～

○一般職 一律１０％相当額削減 平成２０年４月～平成２５年３月

○期末勤勉手当の役職加算凍結（特別職、一般職） 平成１９年４月～

○その他各種手当の削減（管理職、住宅・通勤、特殊勤務手当など） 平成１９年４月～

■職員数の削減 （平成１６年　１９２人⇒平成２７年予定 １３６人　※５６人削減）

○組織機構の見直し（収入役制度、部長制の廃止） 平成１８年７月～

○職員勧奨退職制度の導入（４０歳以上の職員） 平成１９年１月～平成２２年３月

○職員希望降任制度の導入（係長相当職以上の職員） 平成１９年１月～

○組織機構の見直し（係制の廃止とグループ制の導入） 平成１９年７月～

■その他の取り組み

○民間委託業務の拡大（保育所、泉徳園の民間移管など） 平成１７年４月～

○公共施設管理方法の見直し（指定管理者制度の導入、中央公民館の利用廃止） 平成２０年４月～

○公債費の平準化（町債の返済期間延長と低利率資金への借換） 平成１９年４月～平成２２年３月

○投資的事業の計画見直し　 平成１７年４月～

○一般施策の見直し（団体・事業補助金および町単独福祉施策など）　 平成１７年４月～

２  歳入の確保に関すること
■町税税率の改定、新税の導入など

○都市計画税率の改定 （現行税率０．２％⇒０．３％） 平成１８年４月～

○軽自動車税率の改定 （標準税率⇒標準税率の１．２倍） 平成１８年４月～

（標準税率の１．２倍⇒標準税率の１．５倍） ※平成２５年４月～

○入湯税の導入 （宿泊者１人に対し、１泊あたり１５０円を課税） 平成１８年４月～

○入湯税の拡大 （日帰り客１人に対し、５０円を課税） 平成２１年４月～

○固定資産税 （現行税率１．４％⇒１．６％） ※平成２４年４月～

○町民税法人税割 （現行税率１４．５％⇒１４．７％） ※平成２４年４月～

○都市計画税課税区域の拡大　 （角田地区を新たに追加） ※平成２６年４月～

■その他の取り組み

○公共施設使用料金の改定 平成１７年４月～

○広告事業の導入による広告料の徴収 平成１９年４月～

○ごみ処理手数料の改定（資源ごみを除く現行料金を３０％値上げ） ※平成２５年４月～

※印の実施年月は、いずれも平成 28 年以降の実施へと変更

第３次行財政改革の取組状況と今後の計画
＜平成１７年度～平成２７年度の改革プラン主要項目を抜粋＞

本
町
で
は
、
健
全
な
財
政
を
維

持
し
て
い
く
た
め
、
平
成
12
年
度

か
ら
の
第
１
次
行
財
政
改
革
、
平

成
15
年
度
か
ら
の
第
２
次
行
財
政

改
革
を
着
実
に
進
め
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
強
力
に
推
し
進
め

ら
れ
る
国
の
構
造
改
革
や
近
隣
町

と
の
合
併
破
た
ん
、
今
後
の
財
政

見
通
し
（
中
長
期
財
政
推
計
）
に

よ
る
累
積
赤
字
見
込
額
の
発
生
な

ど
、
こ
れ
ま
で
の
財
政
構
造
を
見

直
し
、
持
続
可
能
な
も
の
へ
転
換

し
て
い
く
こ
と
が
急
務
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
新
た
な
対
策
と
し

て
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
の
11
カ
年
を
取
組
期
間
と
す
る

第
３
次
行
財
政
改
革
「
が
ん
ば
る

栗
山
プ
ラ
ン
21
」
を
策
定
し
、
積

極
的
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

6

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎ 73-7503

行
財
政
改
革
の
取
組
状
況

vol.10

7

■
第
３
次
行
財
政
改
革
の
概
要

第
３
次
行
財
政
改
革
は
、
行
政

体
制
の
ス
リ
ム
化
と
人
件
費
の
削

減
、
計
画
的
な
投
資
的
事
業
の
実

施
と
町
債
発
行
の
抑
制
、
積
極
的

な
民
間
開
放
と
広
域
行
政
の
推
進

な
ど
を
重
点
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
時
々
の
経
済
情

勢
や
国
の
動
向
を
踏
ま
え
た
中

で
、
進
捗
状
況
を
管
理
し
、
改
革

事
項
の
達
成
状
況
を
確
認
し
て
い

く
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、

改
革
の
前
倒
し
や
追
加
の
対
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
改
革
プ
ラ
ン

の
取
組
状
況
や
今
後
実
施
す
る
内

容
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で

す
。
行
財
政
改
革
の
実
現
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
不

可
欠
で
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
な

情
報
の
発
信
に
努
め
、
財
政
の
健

全
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
改
革
の
取
組
経
過
と
実
績

①
平
成
16
年
10
月
試
算
の
財
政
推

計
に
お
い
て
、
平
成
27
年
度
ま

で
に
74
億
円
の
累
積
赤
字
額
が

見
込
ま
れ
た
た
め
、
全
て
の
累

積
赤
字
を
解
消
す
る
た
め
の
、

第
３
次
行
財
政
改
革
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

②
平
成
19
年
７
月
試
算
の
財
政
推

計
の
見
直
し
に
お
い
て
、
赤
字

見
込
額
が
98
億
円
に
増
加
。
第

１
次
改
革
プ
ラ
ン
で
40
億
円
を

解
消
し
ま
し
た
が
、
残
り
の

58
億
円
を
解
消
す
る
た
め
に
、

新
た
な
追
加
対
策
を
含
め
た
改

革
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

※
第
２
次
改
革
プ
ラ
ン
で
は
、

18
億
円
を
解
消
し
て
い
ま
す
。

③
平
成
21
年
９
月
試
算
の
財
政
推

計
の
見
直
し
に
お
い
て
、
赤
字

見
込
額
が
40
億
円
か
ら
15
億
円

に
減
少
。
現
在
実
施
し
て
い
る

第
３
次
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
り
、

全
て
の
累
積
赤
字
を
解
消
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

① 財政推計試算
（平成 16 年 10 月）

② 財政推計試算
（平成 19 年 7 月）

第２次改革プラン実施後 ③ 財政推計試算
（平成 21 年 9 月）

累積赤字見込額
７４億円

累積赤字見込額
９８億円

累積赤字見込額
４０億円 累積赤字見込額

１５億円

第３次行財政改革の取組経過と実績（累積赤字見込額の解消）

全ての累積赤字を解
消するための、第３
次行財政改革を実施

（平成 17 年～平成 27 年）

累 積 赤 字 58 億 円
を 解 消 す る た め
に、新たな追加対策
を含めた改革を実施

（平成 19 年～平成 27 年）

第２次改革プランの実
施により 18 億円を解
消（平成 19 年～平成 20 年）

第 1 次改革プランの実
施により 40 億円を解
消（平成 17 年～平成 18 年）

全 て の 累 積 赤 字
を 解 消 す る た め
の、第３次改革プラ
ンを実施

（平成 21 年～平成 27 年）

第３次行財政改革の概要（全体平成 17 年～平成Ｈ 27 年）
○第１次改革プラン（平成 17 年～平成 18 年）
○第２次改革プラン（平成 19 年～平成 20 年）
○第３次改革プラン（平成 21 年～平成 27 年）



□
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
支
払
っ
た
医

療
費
の
領
収
書
、
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ

れ
る
金
額
の
明
細
書
（
事
前
に
医
療
費
の

明
細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は

税
務
課
に
あ
り
ま
す
）

□
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方
は
社
会
保

険
任
意
継
続
、
国
民
年
金
保
険
料
、
国
民

健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
ま
た
は
証

明
書
（
国
民
年
金
保
険
料
は
控
除
証
明
書

の
添
付
が
必
要
で
す
）

□
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な
ど
の
控
除

を
受
け
ら
れ
る
方
は
控
除
証
明
書

□
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
ら
れ
る

方
は
登
記
事
項
証
明
書
、住
民
票
の
写
し
、

売
買
契
約
書
ま
た
は
請
負
契
約
書
、
住
宅

取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高
等

証
明
書

□
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
方
は
障
が
い
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
障
が
い
者
控
除
対
象

者
認
定
書
な
ど
の
確
認
が
で
き
る
も
の
。

【
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要
支
援
は

除
く
）を
受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
は
、

障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
場
合
で
も
、「
障
が
い
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
の
交
付
に
よ
り
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

は
、
事
前
に
「
町
住
民
福
祉
課
高
齢
者
・

介
護
グ
ル
ー
プ
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
】

□
税
金
が
還
付
に
な
る
方
は
本
人
名
義
の
銀

行
な
ど
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

□
そ
の
他
の
控
除
な
ど
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
事
業
を
営
む
方
で
、
所
得
金
額
が
所
得
控

除
の
合
計
額
よ
り
も
多
い
方

・
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
、
年
末
調

整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
額
と
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
合
計
が

20
万
円
を
超
え
る
方

・
年
金
受
給
者
で
源
泉
徴
収
税
を
納
付
し
て

い
る
人
（
た
だ
し
、
公
的
年
金
な
ど
の
収

入
金
額
が
4
0
0
万
円
以
下
で
、
か
つ
、

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
は
、

確
定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

・
所
得
税
の
申
告
を
必
要
と
し
な
い
方
で
給

与
・
事
業
・
不
動
産
な
ど
の
収
入
が
あ
る

方
（
給
与
の
み
で
年
末
調
整
済
み
の
方
を

除
く
）

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
（
収

入
の
な
い
方
、
ま
た
は
少
な
い
方
で
も
国

民
健
康
保
険
税
の
低
所
得
者
に
対
す
る
軽

減
措
置
は
、
申
告
が
な
け
れ
ば
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
）

□
印
鑑
（
認
め
印
で
か
ま
い
ま
せ
ん
）

□
税
務
署
か
ら
申
告
書
を
送
付
さ
れ
た
方
は

必
ず
そ
の
申
告
書

□
収
入
の
分
か
る
書
類
（
給
与
・
年
金
の
あ

る
方
は
源
泉
徴
収
票
。
無
く
し
た
方
は
再

発
行
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
）
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期　　日 時　　間 会　　場

休
日
相
談

2 月 24 日㈰

8：30 ～ 12：00 役場 1 階税務課  ⑧番窓口
☎ 73-7505

3 月 10 日㈰

平
日
相
談

2 月 18 日㈪～
3 月 15 日㈮の平日

  8：30 ～ 12：00
13：00 ～ 17：15

3 月 5 日㈫
  9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

南部公民館　☎ 75-2111

3 月 6 日㈬
  9：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

角田農村環境改善センター
　　　　　　　  ☎ 72-6040

※上記日程の間は大変混み合いますので、時間に余裕をもってお越しください。特に 3 月 5 日～ 6
日は出張相談のため役場税務課窓口の職員が少なく非常に混雑します。できるだけ別の日にお越
しください。

※事業所得、不動産所得、譲渡所得のある方は、岩見沢税務署へご相談ください。

申告相談日 ◆ 時間に余裕を持ってお越しください。

◆
確
定
申
告
が
必
要
な
方

　
今
年
も
、
所
得
税
の
確
定
申
告
、
町
道
民
税
の
申
告
の
時
期
が
近
づ
い

て
き
ま
し
た
。
次
の
と
お
り
申
告
相
談
日
を
設
け
ま
し
た
の
で
、
必
要
書

類
な
ど
を
用
意
の
う
え
、
期
日
ま
で
に
正
し
く
、
忘
れ
ず
申
告
し
ま
し
ょ

う(

還
付
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、
２
月
18
日
以
前
で
も
受
付
い
た
し

ま
す)

。

税に関する相談・お問い合わせ
申告内容は個人によって異なります。申告の

仕方や書類など、ご不明な点がありましたら

お気軽にご相談ください。

■岩見沢税務署  ☎ 0126-22-0810
■町税務課課税グループ  ☎ 73-7505

２
月
18
日
月
か
ら

3
月
15
日
金
ま
で

税
申

の

告

◆
町
道
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

◆
申
告
に
必
要
な
も
の

始
ま
り
ま
す
!



こ
ん
に
ち
は
！

「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　
す
べ
て
は
未
来
の
宝
の
た
め
に
」

こ
ん
に
ち
は
、
一
般
社
団
法

人
栗
山
青
年
会
議
所
の
今
年
度

理
事
長
を
務
め
ま
す
飯
尾
隆
亮

で
す
。

昨
年
12
月

に
私
た
ち
栗

山
青
年
会
議

所
の
賛
助
会
員
で
あ
り
ま
す
、

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
栗
山
英
樹
監
督
の
優
勝
パ

レ
ー
ド
に
参
画
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
皆
さ
ま
と
共
に
、
盛
り
上

が
り
、
夢
と
感
動
を
も
ら
い
ま

し
た
。

　

さ
て
、
当
青
年
会
議
所
で
は

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
笑

顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り　

す

べ
て
は
未
来
の
宝
の
た
め
に
」

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
栗
山
青
年
会
議
所
メ

ン
バ
ー
が
、
い
つ
も
笑
顔
で
活

動
し
事
業
を
行
い
、
そ
こ
に
参

加
、
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
人

た
ち
も
笑
顔
に
な
る
。
地
域
の

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
ば
、
そ

の
地
域
は
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、
明

る
い
・
楽
し
い
・
こ
こ
ろ
豊
か

な
地
域
が
で
き
る
と
と
も
に
、

未
来
の
宝
で
あ
る
「
子
ど
も
た

ち
」
も
笑
顔
に
な
り
、
こ
の
地

域
も
輝
い
て
い
く
と
い
う
想
い

で
す
。

今
年
度
も
サ
ケ
の
稚
魚
放
流

や
く
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ
、
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
地
域
の

皆
さ
ま
と
共
に
、
笑
顔
あ
ふ
れ

る
子
ど
も
た
ち
・
笑
顔
あ
ふ
れ

る
地
域
・
輝
け
る
地
域
を
夢
見

て
、
活
動
・
運
動
を
し
て
い
き

ま
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

栗山監督の優勝パレード

私
た
ち
　
栗
山
青
年
会
議
所
で
す
。
⑬
　

■
歩
行
者
と
し
て
！

冬
道
の
安
全
歩
行
の
ポ
イ
ン
ト

○
滑
り
に
く
い
靴
を
履
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
歩
幅
を
小
さ
く
し

た
り
、
靴
の
裏
全
体
を
路
面
に

つ
け
る
な
ど
、
滑
り
に
く
い
歩

き
方
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
転
倒
時
の
ケ
ガ
に
備
え
、
帽

子
や
手
袋
な
ど
を
着
用
し
、
ポ

ケ
ッ
ト
か
ら
手
を
出
し
て
歩
き

ま
し
ょ
う
。

○
積
雪
や
除
雪
に
よ
り
道
幅
が
狭

く
な
り
ま
す
。
車
の
動
き
を
マ

メ
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

む
や
み
に
車
道
を
歩
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
外
出
す
る
際
は
、
明
る
い
色
の

服
や
反
射
材
を
身
に
つ
け
る
な

ど
、
早
く
自
分
の
存
在
に
気
づ

い
て
も
ら
う
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。

私
た
ち
　
栗
山
青
年
会
議
所
で
す
。
⑬
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今
年
の
冬
も
雪
が
多
く
、
車
道

や
歩
道
が
せ
ま
く
な
っ
て
い
ま

す
。
路
面
は
、
積
雪
や
凍
結
に
よ

り
た
い
へ
ん
滑
り
や
す
く
な
っ
て

お
り
、
車
の
ス
リ
ッ
プ
や
歩
行
時

の
転
倒
な
ど
に
よ
る
事
故
が
増
加

し
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
は
、
時

間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
ゆ
っ
く
り

と
行
動
す
る
こ
と
で
交
通
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
運
転
者
と
し
て
！

冬
道
の
安
全
運
転
の
ポ
イ
ン
ト

○
運
転
前
の
準
備

　

車
の
屋
根
に
雪
が
積
も
っ
た
ま

ま
運
転
を
す
る
と
、
走
行
中
に

雪
が
落
下
し
て
非
常
に
危
険
で

す
。
発
車
前
に
必
ず
雪
を
落
と

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
フ
ロ
ン

ト
ガ
ラ
ス
の
凍
結
・
曇
り
を
解

消
し
、
視
界
を
十
分
に
確
保
し

ま
し
ょ
う
。

○
『
急
』
の
つ
く
運
転
操
作
は
絶

対
に
し
な
い

　

急
加
速
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ

ン
ド
ル
は
ス
リ
ッ
プ
を
招
き
ま

す
。
ソ
フ
ト
な
運
転
操
作
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

○
危
険
を
予
測
し
て
慎
重
な
運
転

を

　

雪
道
・
凍
結
路
で
は
停
車
距
離

が
非
常
に
長
く
な
り
ま
す
。
ス

ピ
ー
ド
を
控
え
、
車
間
距
離
を

十
分
に
と
っ
て
走
行
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
わ
だ
ち
の
あ
る
道

で
は
ハ
ン
ド
ル
を
取
ら
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
減
速
は
早
め
に

　

ブ
レ
ー
キ
を
小
刻
み
に
踏
み
、

カ
ー
ブ
や
交
差
点
で
は
手
前
で

十
分
に
減
速
し
ま
し
ょ
う
。

○
歩
行
者
を
思
い
や
る
運
転
を

　

歩
行
者
は
、
寒
さ
や
足
元
の
悪

さ
の
た
め
周
り
を
よ
く
見
て
い

な
か
っ
た
り
、
積
雪
や
除
雪
に

　

よ
り
車
道
を
歩
い
た
り
し
て
い

ま
す
。
歩
行
者
の
近
く
を
通
過

す
る
際
は
、
安
全
な
間
隔
の
保

持
や
徐
行
を
す
る
な
ど
、
歩
行

者
を
守
る
運
転
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

新
春
恒
例
の
栗
山
消
防
団
第
１

分
団
（
田
鎖
充
雄
分
団
長
）
に
よ

る
「
出
初
は
し
ご
の
り
」
が
１
月

6
日
、
駅
前
通
り
商
店
街
な
ど
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
一
年
の
無

火
災
を
祈
願
し
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
高
さ
約
7
メ
ー
ト
ル

の
は
し
ご
の
上
で
登
梯
（
と
て

い
）
員
が
掛
け
声
と
と
も
に
妙
技

を
次
々
と
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
午
後
か
ら
行
わ
れ
た
出

初
式
で
は
、
第
1
分
団
か
ら
第
3

分
団
の
団
員
１
２
２
人
と
救
急

車
、
は
し
ご
車
な
ど
13
輌
の
消
防

車
が
、
駅
前
通
り
を
力
強
く
行
進

し
ま
し
た
。
カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ

「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
行
わ
れ
た
式
典
で

は
長
年
に
わ
た
り
地
域
防
災
に
貢

献
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
の
表
彰
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

消
防
庁
長
官
表
彰

■
感
謝
状

元
栗
山
消
防
団
分
団
長　

小
針　
　

清

元
栗
山
消
防
団
部
長　

大
川　

一
夫

元
栗
山
消
防
団
班
長　

谷
永　

良
一

北
海
道
知
事
表
彰　

■
永
年
勤
労
章
（
勤
続
30
年
）

第
３
分
団
副
分
団
長　

伊
藤　

三
也

第
３
分
団
部
長　
　

小
野
寺　

均

■
勤
労
章
（
勤
続
20
年
）

第
２
分
団
班
長　
　

橋
元　
　

治

第
３
分
団
班
長　
　

村
岡　

信
春

第
１
分
団
団
員　
　

高
杉　

文
浩

■
表
彰
状
（
勤
続
10
年
）

第
１
分
団
班
長　
　

蛯
名　

勇
人

第
１
分
団
団
員　
　

村
上　
　

渉

第
１
分
団
団
員　
　

大
旗　
　

修

第
２
分
団
団
員　
　

田
中
一
寿
夫

第
２
分
団
団
員　
　

高
野　

龍
一

第
３
分
団
団
員　
　

橋
本　

克
己

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

■
功
績
章

第
３
分
団
分
団
長　

鈴
木　

英
雄

■
勤
続
章
（
勤
続
30
年
）

第
３
分
団
部
長　
　

清
水　

嘉
則

■
勤
続
章
（
勤
続
20
年
）

第
１
分
団
班
長　
　

渋
谷　

俊
昭

第
３
分
団
班
長　
　

村
岡　

信
春

第
１
分
団
団
員　
　

高
杉　

文
浩

第
２
分
団
団
員　
　

都
築　

輝
昭

■
勤
続
章
（
勤
続
10
年
）

第
１
分
団
班
長　
　

蛯
名　

勇
人

第
１
分
団
団
員　
　

中
井　

浩
輝

第
１
分
団
団
員　
　

大
旗　
　

修

第
２
分
団
団
員　
　

田
中
一
寿
夫

第
２
分
団
団
員　
　

高
野　

龍
一

第
２
分
団
団
員　
　

藤
島　

利
充

第
２
分
団
団
員　
　

中
川　

和
政

第
３
分
団
団
員　
　

橋
本　

克
己

北
海
道
消
防
協
会
空
知
地
方
支
部

長
表
彰

■
功
績
章

第
２
分
団
分
団
長　

早
苗　

雄
二

第
１
分
団
班
長　
　

小
室　

雅
裕

第
３
分
団
班
長　
　

松
本　

俊
一

■
勤
続
章
（
勤
続
15
年
）

第
２
分
団
班
長　
　

藤
森　

洋
貴

第
２
分
団
団
員　
　

則
武　

悠
司

第
３
分
団
団
員　
　

中
島　

豊
浩

■
勤
続
章
（
勤
続
5
年
）

第
１
分
団
団
員　
　

吉
田　

啓
二

第
１
分
団
団
員　
　

原
口　

宜
大

第
２
分
団
団
員　
　

増
田　

忠
宏

第
２
分
団
団
員　
　

水
上　

信
吾

第
３
分
団
団
員　
　

伊
藤　

寛
人

第
３
分
団
団
員　
　

安
藤　

一
也

無火災を願って !無火災を願って !
栗山消防団出初式・出初はしごのり

安
全
・
安
心
な
街
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境
【
問
い
合
わ
せ
】　
町
環
境
生
活
課
　

生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
0

環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
1

路
面
に
応
じ
た
安
全
運
転
と

ケ
ガ
や
事
故
に
遭
わ
な
い
歩
行
を
！



生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特
定
健
診

は
、平
成
20
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
、

今
年
で
５
年
目
に
な
り
ま
す
。
栗
山
町
の
受

診
率
は
年
々
低
下
し
、
近
隣
町
村
と
比
較
し

て
も
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
（
表
１
）。

特
定
健
診
を
継
続
し
て
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
毎
年
受
診
す
る
と
、
３
年
目

の
健
診
料
金
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
毎
年
特

定
健
診
を
受
け
て
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま

し
ょ
う
！

栗
山
町
の
地
区
別
受
診
状
況
（
表
２
）
で

は
、
12
月
末
時
点
で
農
村
地
区
に
比
べ
市
街

地
の
受
診
率
が
10
％
前
後
と
低
い
状
況
で

す
。
今
年
度
、
最
後
の
集
団
健
診
の
機
会
と

な
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
程
】

２
月
26
日
㈫
・
28
日
㈭
の
２
日
間

【
場
所
】

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
る
る

（
健
診
機
関
：
栗
山
赤
十
字
病
院
）

【
健
診
内
容
・
対
象
】

・
特
定
健
診
～
栗
山
町
国
保
に
加
入
さ
れ
て

い
る
40
～
74
歳
ま
で
の
方

・
が
ん
検
診
（
肺
・
大
腸
）
～
35
歳
以
上
の

町
民

※
い
き
い
き
健
診
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

先
月
は
、
フ
ッ
化
物
洗
口
に
よ
る
む
し

歯
予
防
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
お
話
し

ま
し
た
が
、
一
番
気
に
な
る
の
が
、

「
本
当
に
フ
ッ
素
っ
て
安
全
な
の
？
」

「
副
作
用
と
か
な
い
の
？
」

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

■
フ
ッ
化
物
と
は
？

ま
ず
、
フ
ッ
化
物
の
主
成
分
、
フ
ッ
素

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
言
い
ま
す

と
、
自
然
界
に
広
く
分
布
し
て
い
る
元
素

で
す
。

フ
ッ
素
は
、
自
然
界
に
広
く
分
布
し
、

土
壌
中
に
2
8
0
p
p
m
、
海
水
中
に

1
・
3
p
p
m
含
ま
れ
、
私
た
ち
が
毎

日
飲
ん
で
い
る
水
道
水
や
飲
食
品
（
海
産

物
、
肉
、
野
菜
、
お
茶
、
ビ
ー
ル
な
ど
）

に
も
含
ま
れ
て
い
る
自
然
環
境
物
質
で

す
。
も
ち
ろ
ん
私

た
ち
の
体
の
骨
や

歯
、
唾
液
、
血
液
、

内
臓
な
ど
に
も
存

在
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
フ
ッ
素

は
大
変
反
応
性
が

強
い
元
素
で
あ
る

た
め
、
自
然
界
で
は
単
独
の
元
素
と
し
て
存

在
す
る
こ
と
は
な
く
、
必
ず
他
の
何
ら
か
の

元
素
と
結
合
し
た
フ
ッ
化
物
と
し
て
存
在
し

て
い
ま
す
。

■
フ
ッ
化
物
の
安
全
性
に
つ
い
て

フ
ッ
化
物
の
洗
口
液
を
誤
っ
て
飲
み
込
ん

だ
場
合
、
身
体
に
害
を
及
ぼ
す
か
と
言
い
ま

す
と
、
一
回
分
を
飲
み
込
ん
だ
と
し
て
も
身

体
に
は
全
く
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
ッ
化
物
洗
ロ
が
身
体
に
害
を
及
ぼ
す
か

ど
う
か
次
の
急
性
中
毒
と
慢
性
中
毒
の
両
面

か
ら
解
説
し
ま
す
。

【
急
性
中
毒
】

一
度
に
多
量
の
フ
ッ
化
物
を
摂
取
し
た
と

き
に
生
じ
る
も
の
で
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、
腹

部
不
快
感
な
ど
の
症
状
を
示
し
ま
す
。
フ
ッ

化
物
の
急
性
中
毒
董
は
、
体
重
1
㎏
あ
た
り

2
㎎
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
就
学
前
の

幼
児
（
体
重
20
㎏
）
場
合
、
急
性
中
毒
量
は

フ
ッ
化
物
と
し
て
40
㎎
で
あ
る
の
に
対
し
、

週
5
回
法
の
洗
口
液
1
回
分
7
㎖
に
含
ま
れ

る
フ
ッ
化
物
量
は
1
・
6
㎎
で
あ
る
の
で
、

40
÷
1
・
6
＝
25
、
す
な
わ
ち
25
人
分
以
上

を
一
度
に
飲
み
込
ま
な
い
限
り
急
性
中
毒
量

に
は
達
し
ま
せ
ん
。

【
慢
性
中
毒
】

フ
ッ
化
物
の
慢
性
中
毒
は
歯
の
フ
ッ
素
症

と
骨
硬
化
症
で
す
。
歯
の
フ
ッ
素
症
は
あ
ご

の
骨
の
中
で
歯
が
作
ら
れ
て
い
る
時
期
に
長

期
間
継
続
し
て
フ
ッ
化
物
が
摂
取
さ
れ
た
と

き
に
発
現
し
ま
す
。
フ
ッ
化
物
洗
口
を
開
始

す
る
時
期
で
あ
る
4
歳
ご
ろ
に
は
永
久
歯
の

前
歯
部
の
歯
冠
部
（
歯
の
根
の
上
の
口
の
中

に
現
れ
る
部
分
）
は
ほ
ぼ
で
き
あ
が
っ
て
い

る
の
で
、
問
題
と
な
る
前
歯
部
に
歯
の
フ
ッ

素
症
が
発
現
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

骨
硬
化
症
は
、
フ
ッ
化
物
濃
度
8
p
p
m

以
上
の
飲
料
水
を
20
年
間
飲
み
続
け
る
な
ど

長
期
間
継
続
し
て
摂
取
し
た
と
き
に
発
生
す

る
可
能
性
が
あ
る
疾
患
で
す
の
で
、
フ
ッ
化

物
洗
口
で
発
生
す
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
フ
ッ
化
物
洗
口
に
は
劇
薬
を
用
い

る
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
報
告
も
あ
り
ま
す

が
、
む
し
歯
予
防
の
た
め
の
フ
ッ
化
物
洗
口

液
は
劇
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

フ
ッ
化
物
洗
口
に
は
主
に
フ
ッ
化
ナ
ト
リ

ウ
ム
水
溶
液
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
販
の

医
薬
品
で
あ
る
ミ
ラ
ノ
ー
ル
や
オ
ラ
ブ
リ
ス

は
薬
事
法
施
行
規
則
に
基
づ
き
劇
薬
扱
い
と

な
り
、
フ
ッ
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
試
薬
も
粉
末

で
は
劇
薬
に
相
当
し
ま
す
が
、
洗
口
に
用

い
ら
れ
る
溶
液
は
、
濃
度
の
高
い
場
合
で

も
フ
ッ
化
物
イ
オ
ン
濃
度
が
0
・
０
９
％

（
9
0
0
p
p
m
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同

規
則
に
あ
る
劇
薬
指
定
除
外
規
定
の
フ
ッ
化

物
濃
度
1
％
以
下
に
該
当
と
な
り
劇
薬
指

定
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
口
の
中

に
キ
ズ
や
口
内
炎
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に

影
響
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

■
フ
ッ
化
物
洗
口
は
安
全
で
、
む
し
歯
予

防
に
有
益
な
方
法

フ
ッ
化
物
流
口
剤
を
歯
科
医
院
で
処
方

し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
で
も

フ
ッ
化
物
洗
口
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
正
し
く
実
施
す
れ
ば
集
団
で
行
う

の
と
同
じ
む
し
歯
予
防
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
家
庭
で
何
年
も
の
間
、
毎

日
継
続
す
る
こ
と
の
難
し
さ
や
、
洗
口
後

約
30
分
以
内
に
飲
食
物
を
摂
取
す
る
と
、

フ
ッ
化
物
が
失
わ
れ
、
そ
の
予
防
効
果
が

期
待
で
き
な
く
な
る
特
性
が
あ
り
ま
す
。

学
校
、
施
設
で
あ
れ
ば
そ
の
心
配
も
な

く
、
さ
ら
に
、
授
業
と
授
業
の
間
や
始
業

前
に
洗
口
を
実
施
し
、
そ
の
ま
ま
授
業
に

入
る
な
ど
の
対
応
も
で
き
る
た
め
、
学
校

や
施
設
で
行
う
の
が
一
番
良
い
と
思
わ
れ

ま
す
。

町
内
の
小
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
所
で

は
現
在
、
希
望
者
に
フ
ッ
化
物
洗
口
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
お
聞
き
に
な
り
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
小
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
所
か
、

お
近
く
の
歯
科
医

院
に
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

つぎたて歯科　　院長 福
ふ く だ

多　一
かずまさ

雅

健康のコラム

地区名 対象者数 受診者数 受診率
松 風 397 46 11.6%
中 央 467 34 7.3%

錦 80 13 16.3%
桜 丘 138 15 10.9%
朝 日 287 43 15.0%
富 士 137 22 16.1%
中 里 173 21 12.1%
湯 地 123 13 10.6%

森 3 1 33.3%
鳩 山 37 4 10.8%
雨煙別 57 7 12.3%
緑 丘 2 0 0.0%
北学田 55 17 30.9%
桜 山 43 10 23.3%
杵 臼 88 26 29.5%
旭 台 60 22 36.7%
共 和 38 17 44.7%
三日月 29 3 10.3%
角 田 166 19 11.4%
阿野呂 43 21 48.8%
大井分 51 27 52.9%
南学田 83 31 37.3%
継 立 170 31 18.2%
日 出 41 7 17.1%
御 園 70 24 34.3%
南角田 34 15 44.1%
円 山 51 6 11.8%
東 山 0 0 0.0%
滝 下 11 5 45.5%
合 計 2,934 500 17.0%

表 2　平成 24 年　地区別特定健診受診状況
（平成 24 年 12 月末現在）

平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年
栗山町 22.5% 21.7% 20.3%
長沼町 62.2% 61.3% 56.0%
南幌町 35.8% 34.0% 36.2%
由仁町 52.2% 52.7% 52.2%
北海道 21.5% 22.6% 23.5%

表 1　南空知 4 町の特定健診受診状況
※北海道国保連集計資料より

に
加
入
の
75
歳
以
上
の
方
）・
生
活
習
慣

病
予
防
健
診
（
国
保
加
入
の
35
～
39
歳
の

方
）・
無
料
健
診
（
29
・
34
歳
の
方
）
も

一
緒
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

２
月
20
日
㈬
ま
で

健康なあなたも！　
通院中のあなたも！

年に一度　特定健診を受けましょう
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【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ 73-2256
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接種忘れはありませんか？

３月３日㈰に
予防接種が受けられます！

【場所】にしみこどもクリニック
【時間】9：00 ～ 12：00 まで
【申込期限】３月１日㈮ 13：00 まで

【申込先・問い合わせ】
町地域医療・保健対策室　☎ 73-2256

～３月１日から７日は子ども予防接種週間です～
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　国際感覚豊かな青少年の育成のため町内の中学生・高校生を海外に派遣する、第２３回少年ジェット「希望
の翼」を１月５日から１３日までの９日間、オーストラリアのパースで実施しました。今回派遣されたのは中学１
年生から高校３年生までの９人。昨年の１２月から４回の事前研修と宿泊研修で、ホームスティの心得や英会
話の学習を行ってきました。また現地班別行動の計画など行い、海外研修の準備をしてきました。現地では１
人１世帯、４泊５日のホームスティを中心に、西オーストラリア大学の見学や班別行動などさまざまな体験をと
おして学習しました。パースでの最高気温は４０度。日本との違いを全身で感じ、形の無いたくさんのお土産
を手に入れて栗山に戻ってきた団員。研修内容を報告します。

青少年海外派遣事業

14

自分が外国人という環境に身を置く
ことは、とても私をわくわくさせま
した。つたない英語を用い、会話
を成り立たせることができた時は興
奮しました。また会話の中から得ら
れた新しい価値観は自分の器、外
国人への理解を深めさせてくれまし
た。この経験を生かし、真の国際
人になれるよう頑張りたいです。

岩見沢東高校（２年）　藤澤 駿佑

私が今回の少年ジェットに参加して
学んだことは、『家族の大切さ』です。 
現地のホストファミリーと数日過ご
し、彼らの生活・家族に対する態度
を見て、私は高２で初めて『家族の
大切さ』に気付くことができました。
日本に帰って来て、まだ家族に優し
くできていませんが、これから少し
ずつ変わっていけたらと思います。

岩見沢東高校（２年）　溝渕 咲希 苫小牧工業高等専門学校（３年）藤本 周

パースで夢のような９日間を過ごして
きました。向こうでは人々の個性が
際立ち、人の目を気にせず自分の好
きなことをしている人がたくさんいま
した。ホームステイ先はビーチがす
ぐそばで、ホストファミリーと毎日泳
ぎに行きました。空港でジュースを
没収されるハプニングもあり、たくさ
んの貴重な体験ができました。

栗山中学校（２年）　坂井 武

私はパースに行って自分の英語力
の低さを実感しました。でもそれ
と同時に、英語の大切さ、そして
言葉が通じなくてもジェスチャー
である程度は伝わるのだというこ
とに気付きました。この研修で得
たたくさんのことをこれからの生
活に生かせるよう頑張っていきた
いです。

栗山中学校（３年）　吉田 未来

真夏のオーストラリア・パースは気温
だけではなく、人々の心がとても温
かかったです。ホストファミリーやお
店の店員さん、偶然写真を撮ってい
ただいた方など、素敵な出会いが
たくさんありました。英会話でもど
かしい思いを経験したことを忘れず
に、これからもっと勉強を頑張って、
英語を自分のものにしたいです。

札幌国際情報高等学校（２年）小野寺 碧衣

栗山中学校（１年）　白土 加奈恵 継立中学校（１年）　米田 琴美 栗山中学校（２年）　池田 馨

オーストラリアに行ってみて、慣れな
い環境や理解できない単語に悩まさ
れたりしましたが、今まで見たことが
ない真っ青な空や海など、全てが新
鮮に感じられ現地に行くまでのダラ
ダラとした生活を抜け出せたように
感じます。この調子でいろいろな事
に積極的にチャレンジしてより良い学
校生活を送りたいと思います。

少年ジェットでオーストラリアに行
き、私は多くの人とコミュニケーショ
ンをとることができたと思います。
特にホームステイでは、日本語の
通じない中での生活で、ホストファ
ミリーと話をすることは大変だった
けど、とても貴重な体験をすること
ができました。この経験を今後しっ
かり生かしたいと思います。

今回の研修で、思い切って行動を起
こすことで、成せば成るということを
感じました。ホテルのフロントで勇気
を振り絞ってチェックインの手続きを
したことや、ホストファミリーに片言の
英語で日本のことを説明して、とても
喜んでもらえたことは大きな自信にな
りました。これからも何事にも臆さず
にチャレンジしていきたいと思います。

私はオーストラリアに行って世界の
広さを体感して、自分の価値観を
見直すことができました。日本での
常識を覆される出来事を毎日体験
して、私を含め団員みんなが多くの
ことを学んできました。この研修の
経験を生かし、先入観にとらわれ
ず柔軟な心を持った社会人になっ
て、未来に貢献できたらと思います。

少年ジェット「希望の翼」研修内容
【１日目　１月５日㈯】

出発式 ( 総合福祉センター「しゃるる」)
新千歳空港→羽田空港→香港国際空港
→パースへ

【２日目　１月６日㈰】
パース国際空港到着・パース市内視察
( キングスパーク・パース動物園・パー
ス造幣局 )・パース市内ホテル宿泊

【３日目　１月７日㈪】
ホームスティオリエンテーション
ホストファミリーと対面・交流・宿泊
(１人１世帯のホームスティ開始 )

【４日目　１月８日㈫】
英語レッスン ( 栗山町の英語プレゼン
テーション練習 )
西オーストラリア大学の見学
現地留学生との交流

【５日目　１月９日㈬】
体験型動物園でのホームスティ先の子
どもたちと交流
( カバシャムワイルドライフパーク )
ホストファミリー向け、栗山町の英語プ
レゼンテーション

【６日目　１月１０日㈭】
ホストファミリーと１日自由行動

【７日目　１月１１日㈮】
ホストファミリーとお別れ
パース市内班別行動 ( 西オーストラリア
水族館、フリーマントル、コテスロビーチ)

【８日目　１月１２日㈯】
ロットネスト島視察
パース国際空港→香港国際空港

【９日目　１月１３日㈰】
香港国際空港→新千歳空港
解散式（総合福祉センター「しゃるる」）
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－問い合わせ－
子育て支援センター
☎72- 1280

　
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
学

前
の
親
子
を
対
象
に
、
親
子
で
楽
し
め

る
も
の
や
、
マ
マ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

な
る
よ
う
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
と
来
月
号
で
は
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
　

　子育て中の親子が自由に遊ぶ場として、また、
友達づくりや子育て情報の交換の場としてご利
用ください。遊具も「木」の素材で出来たおもちゃ
を中心に、年齢にあったおもちゃを揃えていま
す。おもちゃに対する質問、アドバイスも行っ
ています。

【時間】
１０：００～１２：００
１３：００～１５：００
＊木曜日は持参したお弁当が食べれます。

　日々の子育てに役立つ講演会・講習会や、
ママがリフレッシュできる講座を月１回開
催しています。（音楽あそび、ママたちの
座談会、親子バス遠足など）

　月齢でひよこグループ（0 歳～ 1 歳 5 カ月前
後）と、こあらグループ（1 歳 6 カ月～ 3 歳前後）
に分け、同年齢のお友達と一緒に遊びを楽しみ
ます。
　自分のお子さんと同じ月齢の子が集まるので、
マ マ さ ん の 友 達 づ く り
や、育児の情報交換の場
としても楽しめます。
※日程などは、広報くり
やまに毎月折り込みする

「あそびの広場」をご確
認ください。

17

栗山監督優勝パレード
in kuriyama 写真展
撮影　古林義弘氏
期間／ 2月1 日㈮～ 24 日㈰

てってって広場
親子一緒に簡単な物作り
日時／ 2月5 日㈫、19 日㈫ 10：30 ～
     5 日・・紙あそび（０～２歳児むけ）
  19 日・・おひなさま（２、３歳児むけ）

くりやまウインターフェス
ティバルちびっこ広場
大ビンゴ大会など
日時／ 2月9 日㈯  11：00 ～ 14：00
場所／商店街イベント広場
内容／宝探しゲーム・クリレンジャー
ショー（撮影会）・もちつき大会・雪
上ジャンボかるた大会

春待ちゆっくり市
日時／ 2月22 日㈮  17：30 ～ 20：00
内 容 ／ 大 ビ ン ゴ 大 会、 ド リ ン ク メ
ニュー（日本酒・ビール・ソフトド
リンクなど）、あったかメニュー（焼
き鳥・フライドポテト・おでん・手
打ちそばなど）

大好評！手打ちそば
2 月は 1日･8日・15日・22日です。

  街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～13：30

【ホール・会議室ご利用のご案内】　
サークルや各種団体など、商品の展
示会などご利用をお待ちしておりま
す。
まずはお気軽にご相談ください！！ 

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ 73-5515・℻ 73-5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　　 10：00 ～ 17：00

2 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会╱☎ 72-3581

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ 73-7516

2013 栗山公園だより２月号　vol.59

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ 72-0706
  指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

雪かきや雪おろしの
トラブルにあわないために

ヘビにはまぶたがない！

ま ち の ひ ろ ば

　皆さん、こんにちは♪今回は、動物まめ知識 2013 年　第一弾を
お届けします。今回のテーマは、今年の干支、巳年にちなんでヘ
ビに関するまめ知識です。
　ヘビにはまぶたがありません。そんなヘビたちの目はどうやっ
て守られているかご存知ですか？まぶたがないとすぐに傷ついて
しまいそうですよね。
　でも、大丈夫なのです！実は、へびの目は、透明な大きなうろこ
一枚で覆われているのです。まるで『大きなコンタクトレンズ』を
はめているようなものです。その大きなうろこが、目にゴミが入っ

たり傷ついたりすることから守っているのです。
　もちろん目のうろこも脱皮によって新しいう
ろこに変わっていきます。ヘビを飼っている人
はキレイなコンタクトレンズのようなうろこが
落ちているのを見かけたことがあるかもしれま
せんね。

例年、降雪期には、雪かきや屋根の雪おろし・排雪などの作業契約に関
する相談が多く寄せられています。高額な料金を請求されるトラブルに
あわないために下記の点に注意して契約は慎重に行いましょう。 ご心配
な時は、消費生活相談室にご相談ください。 

動物まめ知識
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1. 作業内容を細かく打ち合わせする。
2. 実際に現場を見てもらったうえで料金の見積書をもらう。
3. 雪おろしは、屋根から雪をおろすだけか、おろした雪を他
の場所に捨てることも頼むのかをしっかり打ち合わせする。
4. 雪おろしの雪で自宅の壁などを壊してしまった場合はどち
らが負担するのか事前に打ち合わせする。

【ポイント】

目をどうやって守っているの？

子育て講座

あそびの広場子育てサロン

【ママの声】

【ママの声】
【ママの声】

【パパの声】

・年齢に合った手遊びや絵本の紹介
をしてくれ、ここで見た絵本を図
書館で貸りたりしています。

・子どもが幼稚園に入る前に、たく
さんの人数のお友達と遊ぶ練習に
なっています。

子育ては父も母も一緒。
子どもと遊べるのもわ
ずかな間だけなので一
緒に楽しみたいです。

自由に遊べておもちゃも
た く さ ん あ り 楽 し い！
色々な人と知り合えて、
相談したりできる。

・講座に参加して新たに興味
がわいたり、刺激を受けた
りできるので良いと思う。

・どの講座も楽しい！
・特に冬は家の中にこもりが

ちなので外にでるきっかけ
になる。

子
育
て
支
援
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ン
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ー
の

事
業
を
紹
介
し
ま
す



穏やかな天候となった大晦日の深夜、栗山天満宮には
多くの初詣客が詰めかけ、かがり火がともる境内には鳥
居まで続く長い列ができました。新年に近づくと北海道
日本ハムファイターズ監督の栗山英樹さんが太鼓を打ち
鳴らし、カウントダウン。午前零時、さい銭を手にした
人たちが続々と新年の願いを込め参拝していました。学
問の神様である菅原道真公が祀られている栗山天満宮で
は、栗っ子受験生の必勝を祈る「合格祈願祭」（栗山 JC
など有志ら主催）も開催されました。

栗山監督とカウントダウン
初詣で賑わう栗山天満宮

お正月遊びで交流
児童センターで学童交流会

町内の学童保育（栗山、角田、継立）の子どもたち
が集まり、ゲームなどを通じて交流する「冬休み学童
交流」が１月 9 日、児童センターで行われました。栗
山 49 人、角田 4 人、継立 9 人の合計 62 人が集まった
この日、子どもたちは、お正月遊びの、福笑いや、羽
子板、百人一首などで楽しく交流。平成 21 年度から
実施しているこの交流会により、子どもたちは顔見知
りが多く、すぐに溶け込み、みんな仲良く正月遊びを
楽しんでいました。

五穀豊穣、家内安全を願う
角田獅子舞かがり火舞

栗山の郷土芸能「角田獅子舞保存会」による「かが
り火舞」が、元日の午前零時すぎに角田神社で行われ
ました。かがり火が灯された境内で、五穀豊穣、家内
安全を願う 2 頭の獅子の力強い舞いが披露され、訪れ
た初詣客から大きな拍手がおくられていました。角田
獅子舞は一度は休止状態になりましたが平成 4 年の元
日に見事復活して以来、今回が 22 回目となりました。

まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索

今年 1 年の交通安全を願って
栗山天満宮で交通安全祈願式

平成 25 年の交通安全祈願式が１月 12 日、栗山天満
宮で行われ、角田交通安全友の会や、交通安全ゆりの
会など約 40 人の関係者が今年 1 年の無事故を祈願し
ました。椿原紀昭町長は「交通事故により依然として
尊い命が奪われています。交通事故を無くすためには
地道な取り組みが必要です。町民一人ひとりの交通安
全意識が高まるよう取り組んでいきます」と決意を述
べました。祈願式終了後、市街地交差点などで交通安
全指導員による年初め街頭指導が行われました。
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利用者の生きがいづくり教室
サンタの笑

ほほえみ

顔でヨガスクール
介護する人にとっての癒しの場などとして親しまれて

いる、まちなかケアラーズカフェ『サンタの笑
ほほえみ

顔』（中
央 3）で、利用者の生きがいづくり教室「いきいきスクー
ル」を始めました。講師は、熟年人材センターに登録さ
れた町民が務めます。１月 22 日、ヨガスクールが開かれ、
利用者 7 人は、体の力を抜きリラックスするポーズや呼
吸法などを学びました。参加した山田寿子さん（72 歳）
は「気軽に参加できてうれしい。悩み事など話し合える
機会が増えるので良いです」と話していました。 

栗山町 検索

栗山剣道少年団鏡開き
一年間の無病息災と、団員の躍進を祈願

栗山剣道少年団（梶良行団長：団員数 36 人）の鏡
開きが１月 13 日、栗山小学校体育館で開かれました。
梶団長は、今年の干支「巳」にちなんだ、七福神の弁
才天の紹介をしながら、武道と学業を両立させましょ
うとあいさつ。指導者の長谷忠夫さんと団員の佐藤
大
た い き

暉（小学２年）さんが「エイッ」という声とともに
真剣を振りぬき鏡餅に刀をいれました。その後、団員
たちは、初稽古で汗を流し、父母により調理された雑
煮を食べました。

19

安全・安心な地域を目指して
“ きずな ” フェスタ２０１３

栗山警察署管内住民の絆を深め、犯罪や事故のない安
全で安心なまちづくりを実現しようと、「安全・安心の
まちづくり大会“きずな”フェスタ２０１３！」が１月
19 日、カルチャープラザ「Eki」で開催されました。主
催する栗山警察署の鳥居塚達之署長より、「犯罪や事故
のない安全な地域にするためには、住民の絆が重要」と
あいさつ。その後、由仁町、南幌町、長沼町、栗山町の
関係者約 200 人は、もちつき大会などを通じて、快適
で明るい地域づくりを目指し絆を深めました。

オオムラサキの里山づくり
札幌近郊の親子連れなどが体験

国蝶オオムラサキが育つ里山を守る活動を通して自然
の大切さを考えてもらおうと、ハサンベツ里山などで、
林業体験『オオムラサキの里山づくり』が１月 12、13
日に開催されました。札幌近郊に住む親子連れなど 26
人が参加。ＮＰＯ法人 雨煙別学校の高橋慎さんらの指
導によりミズナラの木にシイタケの駒菌を木槌で打ち込
む作業や、マツボックリや栗のイガなどを缶に入れ炭化
させる「花炭（はなすみ）」作り、スノーシューを履い
て冬の里山散策などの体験しました。



◆
日

時

3
月
23
日
㈯
午
後
1
時
～
24
日
㈰
午
後

2
時

◆
会
場
・
宿
泊
先

北
海
道
盲
導
犬
協
会
（
札
幌
市
南
区
南

30
条
西
8
丁
目
）

◆
内

容

盲
導
犬
と
の
体
験
歩
行
、
盲
導
犬
の
管

理
体
験
、
現
役
盲
導
犬
ユ
ー
ザ
ー
と
の

交
流
な
ど

◆
対

象

視
覚
障
が
い
に
よ
る
身
体
障
が
い
者
手

帳
を
お
持
ち
の
15
歳
以
上
の
方
で
、
こ

れ
ま
で
盲
導
犬
と
の
生
活
を
体
験
し
た

こ
と
の
な
い
方
。

◆
募
集
人
員

７
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
、
規
定
に

沿
っ
て
選
考
）

◆
参
加
費

2
5
0
0
円
（
食
事
代
・
宿
泊
費
込
）

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
期
限

2
月
28
日
㈭

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

北
海
道
盲
導
犬
協
会　

相
馬

☎
０
１
1（
5
8
2
）8
2
2
2

　

2
月
の
役
場
窓
口
日
曜
開
庁
に
て
、

納
税
相
談
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
税
を
未
納
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
年
率
14
.
6
％
と
非
常
に

高
い
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。
未
納
税

は
放
置
せ
ず
早
め
に
納
付
、
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
税
金
対
策
室

☎
�
7
5
0
6

◆
受
付
期
間

2
月
1
日
㈮
～
4
月
26
日
㈮
ま
で

◆
初
任
給

月
額　

2
1
4
9
0
0
円
（
大
卒
）

～
2
3
2
0
0
0
円
（
大
学
院
卒
）

◇
予
備
自
衛
官
補
募
集

4
月
3
日
㈬
ま
で
受
付
。
教
育
訓
練
召

集
手
当
て
日
額
7
9
0
0
円
（
教
育

訓
練
参
加
日
数
分
支
給
）

※
受
験
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

暮  

ら  

し

20

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

恵
庭
地
域
事
務
所

☎
０
１
２
3（
3
4
）5
4
3
8

◆
日

時　

3
月
7
日
㈭
・
8
日
㈮

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

◆
場

所

北
農
健
保
会
館
（
札
幌
市
中
央
区
北
4

条
西
７
丁
目
1

－

4
）

◆
講
習
科
目

・
危
険
物
に
関
す
る
法
令

・
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

・
危
険
物
の
性
質
な
ら
び
に
そ
の
火
災
予

防
お
よ
び
消
火
の
方
法

・
練
習
問
題

◆
受
付
期
限

講
習
会
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

人　口　13,119  人  （－5）
　男　　 6,126  人  （－2）
　女　　 6,993  人  （－3）
世帯数　 6,068世帯（－6）

※1月1日現在、（　）内は前月比

人のうごき

盲
導
犬
宿
泊
体
験
セ
ミ
ナ
ー

2
月
の
役
場
窓
口
日
曜
開
庁

で
納
税
相
談

361ｍ
（昨年は323ｃｍ）
※1月15日までの降雪量

降った雪の量

◆
日

時

2
月
12
日
㈫
～
15
日
㈮
（
全
4
回
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時

◆
場

所

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
レ
ン
ガ
（
岩
見
沢

市
有
明
町
南
1
）
※
実
技
は
J
A
い

わ
み
ざ
わ
情
熱
米
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
岩
見

沢
市
志
文
町
）

◆
定

員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

◆
受
講
料　

　

2
5
3
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
労
働
基
準
協
会

　

☎
０
１
２
６
（
２
4
）
3
0
8
7
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◆
月

日　

３
月
24
日
㈰

◆
場
所
・
試
験
種
類

札
幌
市　

乙
種
（
第
４
類
）、
丙
種

◆
受
験
資
格

乙
種
、
丙
種
は
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
受
付
期
間
　
２
月
18
日
㈪
～
26
日
㈫

※
電
子
申
請
は
２
月
15
日
㈮
～
23
日
㈯

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
日
時
・
場
所

2
月
23
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

◆
場

所

　

札
幌
法
務
局
（
札
幌
第
1
合
同
庁
舎
）

◆
内

容

土
地
・
家
屋
に
関
す
る
登
記
、
隣
地
と

の
境
界
紛
争
、
多
重
債
務
や
借
金
返
済

な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

札
幌
法
務
局
民
事
行
政
部
民
事
行
政
調
査
官

☎
０
１
1（
7
0
9
）2
3
1
1

　国民健康保険税（第 8 期）※コンビニ可

　介護保険料（第 8 期）

　後期高齢者医療保険料（第 8 期）

【問い合わせ】
 ･ 課税内容について   町税務課課税グループ  ☎ 73-7505
 ･ 納税相談について   町税金対策室　　　　   ☎ 73-7506

今月の納期限

2/ 28 木
納税には

便利な
口座振替を！

※国民健康保険税は、コンビニエンスストアで納められます。

募
　
　
集

国 民 年 金
退職（失業）による特例免除制度

【問い合わせ】
町住民福祉課住民・国保グループ☎ 73-7509

　厚生年金に加入していた方が退職（失業）
されると、役場で国民年金の加入手続きを
行い、月額 14,980 円（平成 24 年度の金額）
の保険料を納めることになります。ただし、
経済的に困難な方には、申請によって保険
料の納付を免除される制度があります。
　通常、保険料が免除されるためには、申
請者本人・配偶者・世帯主の方がそれぞれ
所得基準の範囲内である必要がありますが、
特例免除では、審査の対象となる退職をさ
れた方の所得を除外して審査を行います。
　特例免除制度は、退職（失業）した年度
と翌年度に限り利用することができます。
詳しくは下記にお問い合わせください。

玉
掛
け
技
能
講
習

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

試
　
　
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習

講
　
　
習

学生から見たフィンランドの福祉
北海道介護福祉学校の学生が、福祉先進国フィンラン
ドの高齢者・知的障がい者施設で学んだことや、文化
について報告します。

みんなの

水 道

　毎月の検針時に投かんする「水道・下水道
ご使用のお知らせ」では、使用水量や使用料
金をお知らせしています。ほかにも、いつも
より使用された水量が大き
く増減した場合や、漏水の
疑いがある場合には記載さ
れます。節水や漏水の発見
にもつながります。ぜひ確
認しましょう。

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

検針時に投かんする
お知らせを確認しましょう

相  
  

談

法
務
局
休
日
無
料
な
ん
で
も

相
談
所

■日時　2 月 22 日㈮ 18：00 ～ 19：30
■場所　北海道介護福祉学校 2 階 205 教室
■内容　フィンランド福祉と文化について
　　　　※学生手作りのフィンランドのお菓子を用意

【問い合わせ】北海道介護福祉学校事務局　☎ 72-6060

まちのおしらせinfomation 2



◇
山
本
守
夫
さ
ん
（
愛
媛
県
）

◇
高
橋
一
夫
さ
ん
（
埼
玉
県
）

◇
千
崎
久
恵
さ
ん
（
東
京
都
）

◇
永
山
浩
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

◇
岡
村
秀
親
さ
ん
（
東
京
都
）

◇
中
里
直
記
さ
ん
（
東
京
都
）

◇
作
道
忠
義
さ
ん
（
千
葉
県
）

◇
浅
野　

学
さ
ん
（
東
京
都
）

◇
目
黒
正
巳
さ
ん
（
埼
玉
県
）

【
金
一
封
】

◇
栗
山
地
区
連
合
会（
中
野　

孝
幸
会
長
）

◇
富
山
喜
代
美
さ
ん
（
富
士
）

◇
吉
野
了
乘
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
則
武
和
晴
さ
ん
（
角
田
）

【
物　

品
】

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
青
年
部

◇
ク
ピ
ド
・
フ
ェ
ア
（
岩
見
沢
市
）

◇
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風

3
）

◇
く
す
り
の
え
び
な
（
中
央
2
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
山
下
テ
ル
子
さ
ん
（
御
園
）

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）

◇
三
浦
英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
太
田
欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

平
成
24
年
分
の
決
算
お
よ
び
申
告
書

（
消
費
税
含
む
）
の
計
算
や
記
載
方
法

に
つ
い
て
、
個
別
に
応
じ
ま
す
。

◆
期

間

２
月
１
日
㈮
～
4
月
1
日
㈪
（
土
日
祝

祭
日
を
除
く
）

◆
時

間

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
３
月
15
日
㈮
、
4
月
1
日
㈪
は
正
午
ま
で

◆
場

所

　

栗
山
商
工
会
議
所

◆
納
付
期
限

・
申
告
所
得
税　

３
月
15
日
㈮

・
消

費

税　

4
月
1
日
㈪

◆
振
替
納
付

・
申
告
所
得
税　

４
月
22
日
㈪

・
消

費

税　

４
月
24
日
㈬

◆
延
納
期
限

・
申
告
所
得
税　

５
月
31
日
㈮

※
振
替
納
税
利
用
者
も
同
日

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所　

☎
�
１
２
７
８

◆
日
時
・
場
所

2
月
15
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
20

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無　

料　
（
定
員
7
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　◆
日
時
・
場
所

2
月
21
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

2
月
20
日
㈬
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

22

【
金
一
封
】

◇
遠
藤
桃
子
さ
ん
（
中
央
3
）
よ
り
教
育

寄
附
金
（
ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
20
年
計
画
事

業
）
と
し
て

◇
岩
崎　

護
さ
ん
（
御
園
）
よ
り
総
務
寄

附
金
（
ま
ち
づ
く
り
）
と
し
て

◇
日
東
総
業
株
式
会
社
（
松
下
早
苗
代
表

取
締
役
）
よ
り
総
務
寄
附
金
（
ま
ち
づ
く

り
）
と
し
て

◆
総
務
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
）と

し
て

◇
田
渕
斉
士
さ
ん
（
兵
庫
県
）

◇
高
橋
直
嗣
さ
ん
（
埼
玉
県
）

◇
高
橋
勢
津
子
さ
ん
（
埼
玉
県
）

◇
森
山
桂
一
さ
ん
（
東
京
都
）

◇
埋
橋
祐
二
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

◇
沢
田
洋
介
さ
ん
（
東
京
都
）

◇
瀬
田
純
子
さ
ん
（
三
重
県
）

◇
佐
藤
浩
章
さ
ん
（
山
形
県
）

◇
佐
藤
さ
く
ら
さ
ん
（
山
形
県
）

◇
武
藤　

彰
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

◇
菊
地
孝
之
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

◇
横
田　

寛
さ
ん
（
埼
玉
県
）

◇
堀
之
内　

徹
さ
ん
（
帯
広
市
）

◇
亀
井
孝
一
さ
ん
（
神
奈
川
県
）

◇
本
多
輝
史
朗
さ
ん
（
札
幌
市
）

◇
竹
田
弘
一
さ
ん
（
愛
知
県
）

◇
水
野
敏
之
さ
ん
（
千
葉
県
）

ご  

厚  

意

　
　
町
　
へ

　
　
泉
徳
苑
へ

　
　
く
り
の
さ
と
へ

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

相  
  

談

無
料
法
律
相
談

心
の
健
康
相
談

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　
氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

南
部
椋り

ょ
う
た太	

12/6

南
部
楓ふ
う
た太	

12/6

山
本
貫か
ん
た太	

12/17

後
藤
逸い
つ
き樹	

12/24

犬
養
凛り
ん
か香	

12/29

金
丸
優ゆ
う
や也	

1/4

聖

人

美

樹

聖

人

美

樹
哲
真
理
子

英

樹

奈

美

雅

博

亜
弥
子

秀

也

一

美

朝
日
４

朝
日
４

湯

地

中
央
３

継

立

桜

山

お
め
で
た

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

岩
渕
俊
之	

80	

12/16	

本

人

佐
藤
孝
信	

73	

12/22	

本

人

本
間
栄
子	

91	

12/23	

本

人

吉
田
哲
雄	

78	

12/24	

本

人

畑
中
弘
子	

76	

12/25	

邦

夫

廣
瀨
則
光	

74	

12/26	

本

人

梅
村
純
子	

82	

12/30	

祝

伊
東
武
雄	

85	

12/30	

本

人

森
　

ノ
ブ	

92	

12/30	

本

人

吉
田
ヨ
シ
ノ	

102	

12/30	

本

人

奥
田
ヨ
ネ
子	

97	

12/30	

本

人

山
本
秀
雄	

77	

12/31	

本

人

中
谷
コ
ハ
ル	

98	

1/2	

本

人

斉
藤
ト
ヨ
コ	

96	

1/2	

本

人

直
江
美
恵
子	

62	

1/3	

孝

由

岩
﨑
勝
芳	

85	

1/3	

譲

横
岡
貞
美	

89	

1/8	

英

雄

谷
山
美
榮
子	

97	

1/9	

本

人

清
水
喜
美
子	

90	

1/9	

清

お
く
や
み

中

里

中
央
４

中
央
４

中
央
３

継

立

角

田

朝
日
３

湯

地

角

田

阿
野
呂

日

出

桜

山

湯

地

旭

台

桜

山

御

園

南
学
田

中
央
３

継

立

23 ■ 次号「広報くりやま 3 月号」の原稿締切は 2月14日㈭まで ■ 提出先：町総務課広報・情報グループ　☎ 73-7501

　町立北海道介護福祉学校（厚生労働大臣指定～介護福祉士養成校）
昼間２年制。卒業と同時に国家資格取得可能！
23 年連続就職率 100％継続中（正職員採用率 80％以上）

■ 2 月追加入試　2 月 16 日㈯　願書締め切り 2 月 8 日㈮

■ 3 月追加入試　3 月 16 日㈯　願書締め切り 3 月 8 日㈮

【問い合わせ】北海道介護福祉学校事務局　☎ 72-6060

【
お
詫
び
と
訂
正
】

1
月
号
の
お
め
で
た
で
ご
紹
介
し
た
お
子

さ
ん
の
読
み
仮
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

正　

近
藤
羽は

な奏 

ち
ゃ
ん

　

誤　

近
藤
羽か

な奏 

ち
ゃ
ん

申
告
・
納
税
相
談（
個
人
事
業
）

【
金
一
封
】

◇
斉
藤
栄
吉
さ
ん
（
旭
台
）

【
物　

品
】

◇
金
留　

功
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
鳥
村
隆
治
さ
ん
（
雨
煙
別
）

◇
あ
ら
い
歯
科
（
中
央
3
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）

第 10 回くりやま

▲

ジャンボ滑り台　

▲

飲食コーナー（11：30 ～）▲

宝さがしゲーム　

▲

くりやまのヒーロー戦隊クリレンジャーショー▲

もちつき大会　　

▲

ジャンボカルタ大会　　

▲

アンケート抽選会

【問い合わせ】くりやまウインターフェスティバルちびっこ広場実行委員会（商工会議所内：澤野）　☎ 72-1278

介護学校学生募集！23 年連続
就職率 100％！

11：00 ～ 14：00
 駅前通り商店街イベント広場2月  9日㈯  

ウインターフェスティバル
ちびっこ広場

まちのおしらせinfomation 2
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栗山のふるさと教育実践を報告

栗山が地域と連携し行っている、自然・歴史・文化などの
体験学習『ふるさと教育』を広く知ってもらおうと、雨煙

別小学校 コカ・コーラ環境ハウスで、教育実践研究会を開催
しました。昨年に続き第２回目を迎えた今回は、町内や近隣
など９市町村の教育関係者約30人が参加。ふるさと教育と教
育課程についてや、学校とつくる具体的な指導計画づくりなど
について報告しました。また継立中学校の事例発表では、アイ
ヌ文化についての学習の様子を中野孝幸教諭が発表し、その
報告に参加者は興味深く耳を傾けていました。（１月１３日）

サンタはいるよ！栗青協

ジングルベルが鳴り響く夜、栗山町内に２人のサンタクロース
がやってきました。栗山町青年団体協議会（村上浩之会長）

が毎年行っている「出前サンタ」。サンタの衣装を身にまとい、家
庭から預かった17個のプレゼントを子どもたちへ届けました。会員
の巽優和さんは「子どもたちの笑顔を見られるのが嬉しくて毎年
プレゼントを届けてます」と話していました。 　  （１２月２４日）

夕張川シンポジウム

栗山にサケを帰そうと、稚魚の放流事業や河川清掃などを
行っている栗山青年会議所と栗山町ハサンベツ里山計画

実行委員会が、雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスで夕張
川シンポジウムを開催しました。町民や関係者など参加した約
20人は、講師である積丹町サクラマスサンクチャリセンターの
河村 博さんと、流域生態研究所長の妹尾優二さんから、サケが
『森・川・海そしてまた森へ』という自然界の栄養の流れに大
切な役割を果たしていることや、川が変わることで人と地域に
つながりができることなどを学びました。　　  （１月２５日）

ヤム・ニ・ウシ美術展

栗山町内在住の児童文学者で詩人の友田多喜雄さんのコレク
ションを展示するヤム・ニ・ウシ美術展「一原有徳遺作口絵銅

版画展」が、町図書館で開催されました。一原有徳（1910～2010）
は徳島県で生まれ、３歳から北海道に移り住み、100歳の生涯を終
えるまで小樽市で学び描きました。15歳で俳句をはじめ、20歳か
ら登山、41歳から油絵、そして47歳で石版モノタイプをはじめた異
色の版画家です。同展では北海道の農村・日本農業をモチーフに作
られた詩集や、歌集におさめられた口絵の原画など約80点を展示
し、訪れた人々の目を楽しませました。　　   （１月８日～２０日）

　「開かれた学校づくり」を目指し、地域との連携を深めるこ
とを目的として、町内の各小中学校の「地域公開授業参観」
を実施します。どなたでも自由に授業を参観できますので、
栗っ子が学習している姿をどうぞご覧ください。

学校名 開催日 時間 対象
栗山小学校

☎７２－１１７９
２月２１日㈭ １３：１５～１４：００ １～３年生
２月２２日㈮ １３：１５～１４：００ ４～６年生

継立中学校
☎７５－２０２４ ２月２２日㈮ １３：１５～１４：０５ 全学年

【日 時】　２月23日㈯・24日㈰
23日１０：００集合／２4日１１：３０解散

【場 所】　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス

【内 容】　イグルー作り・スノーラフティング・スノー

 　　　　　　　　　　チューブ遊び・ナイトハイキングほか

【対 象】　小学４～６年生

【持 ち 物】　洗面道具・上靴・着替え・防寒具など

冬を楽しむ宿泊研修

※詳しくは、学校を通して対象学年にご案内します。

また、積雪などの状況で一部変更になる場合があります。

【申込締切】　２月１８日㈪
【定 員】

10人（定員になり次第締切）

【参 加 料】　3，500円

【主催・申込先・問い合わせ】　

教育委員会社会教育グループ　☎72－1117

【申込先・問い合わせ】　モック・システム有限会社　☎ 73-3131

【日 時】３月２８日㈭までの毎週木曜日実施
13：30 ～15：30（１日 2 時間）

【場 所】いきいき交流プラザ
　　　　　　（まちなかケアラーズカフェ「サンタの笑顔」）

 中央３（役場斜め向かい）
【対 象】１８歳以上の町民の方
【受 講 料】１回 500 円（受講日当日徴収）
【内 容】 パソコンの基本的な使い方や、インター
　　　　　 ネットの使い方を学ぶ教室です。パソコン
　　　　　 が初めての方、１回だけ受講してみたい方
　　　　　 大歓迎ですのでお気軽にご参加ください。

【申込方法】  受講希望日を電話で申し込みください
　※１日の定員は 10 人、お一人様４回までの受講と
　　させていただきます。
　※先着順、定員になり次第締め切ります。
　※各回前日の 17：00 までに申込みください。

【主 催】栗山町教育委員会
【主 管】モック・システム有限会社

ほほえみ

たつみ ゆうわ

いちはら ありのり
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【日　時】２月10 日㈰  ９：００～１２：００
【場 所】ハサンベツ里山センター集合
【内　　容】 炭 焼 き 窯 へ の 火 入 れ ・ 里 山センター

　 　 　    他 施 設の屋根 の 雪 下ろし等

毎月第２日曜日は里山の日作業日
２月 10 日は炭焼きに挑戦！

FEBRUARY

【問い合わせ】いきものの里ふれあいプラザ　☎７２－３０００

昨年12月からの積雪で、すっかり雪に埋もれてし
まったハサンベツでしたが、１月の作業日では町

民の皆さまに、ハサンベツ里山センターをはじめ８棟
の屋根の雪下ろし作業を行っていただきました。まだ
まだ雪の多い日が続きますが、これからの積雪にも耐
えられそうです。
　厳冬期ではありますが、ハサンベツ里山には町内
外から子どもたちが体験学習に来る予定です。スノー
シューハイキングやチューブすべりなど、冬ならではの
活動にたくさんの発見と思い出を持ち帰ってくれること
と思います。

【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

特集コーナー
■一般向け
　 「日本の歴史」　２月１日㈮～２月２７日㈬
　建国記念日を機に、古代日本や戦国時代など
　の歴史にふれてみませんか。

■児童向け
　 「おかしづくり＆ラブストーリー」
　　　２月２４日㈰まで
　バレンタインデーに向けて、大切な人や大好き
　な人に手作りのチョコレートやお菓子を作って
　みよう。

　絵本コーナーには日本の民話や外国の絵本、
紙芝居などさまざまな本があります。また、お
はなし会に適した大型絵本も揃えておりますの
でぜひご利用ください。

絵本コーナー紹介

【申込先・問い合わせ】　教育委員会社会教育グループ　　☎ 72-1117／ FAX72-6522

【日 時】
① 2 月 21 日㈭　19：00 ～ 21：00
　「地震とは何か」（栗山周辺の地震の傾向を知る）
　高橋　浩晃氏
　北海道大学大学院理学研究院　附属地震火山研究観測センター

② 2 月 28 日㈭　19：00 ～ 21：00
　「地震情報の活用」
　（テレビから得られる地震情報を読み取る）
　斉藤　祥司氏　　地震情報官

③ 3 月 7 日㈭　19：00 ～ 21：00
　「大地震発生、あなたならどうする」
　（災害対応カードゲーム「クロスロード」を使って）
　定池　祐季氏
　北海道大学大学院理学研究院　附属地震火山研究観測センター

「地震を知る。 そして自分と家族を守る」「地震を知る。 そして自分と家族を守る」

【会 場】総合福祉センター「しゃるる」　中ホール
【対 象】18 歳以上の町民の方（20 人程度）
【受 講 料】1,500 円
【主 催】栗山町教育委員会
【申込期限】２月２０日㈬まで

【内 容】
２０１１年３月１１日の東日本大震災以降、地震に対する
関心は高まっています。また、地震速報や地震を特集
した番組や新聞などで、「マグニチュード」や「震源地」、

「Ｐ波」「Ｓ波」など、多くの専門用語を目にする機会
も増えています。このような状況を踏まえ、①地震を正
しく知ること、②地震情報を正しく理解すること、そして、
③地震発生の際に適切な行動がとれるようにという３つ
を目的として講座を実施します。

アレンジ風生け花体験教室　～ひなまつりのミニアレンジ～アレンジ風生け花体験教室　～ひなまつりのミニアレンジ～

■日 時　３月２日㈯　１３ ： ００～１５ ： ００

■場 所　あさひ工房（総合福祉センター隣）

■講 師　池坊 卜部澄子 社中

■対 象　町民の方（※未就学児は保護者同伴）

■定 員　20 人（先着順）

■材 料 費　８００円（小学生以下は 600 円）

■持 ち 物　

　新聞紙（1日分）、はさみ、手拭き　タオル、筆

記用具、持ち帰り用の袋（深めのもの）、※花器と

剣山または大きめのマグカップか湯飲み（大人のみ）

※汚れてもよい服装でお越しください。

■申込方法　下記連絡先まで電話でお申込みください

■申込期限　2 月 22 日㈮
　　　　　  受付時間 平日 8：30 ～ 17：15

　　　　　 ※準備の関係上、キャンセルの場合は

　　　　　　 必ず下記までご連絡ください。

【申込先・問い合わせ】　教育委員会社会教育グループ　　☎ 72-1117

←ひなまつりを手作り

のアレンジメントでお

祝いしませんか？親子

での参加大歓迎です！

↓大 人の方の み 花 器

に使 用する大きめの

マグカップか湯 飲み

を ご 持 参 く だ さ い。

■日 時　３月２日㈯ 10：00 ～３月３日㈰ 11：45

■場 所　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス

■対 象　外遊びしたい女性とその仲間

　　　　　  （お仲間は男性でも結構です）

■参 加 費　8,900 円 （１泊３食、プログラム・保険料込）

■主な内容　

　ハサンベツ里山でスノーシューハイキング、氷のグ

　ラスづくり、薪ストーブを囲んで女子会、イグルー

　づくり、クラフト他

　※詳しい内容はお電話で問い合わせください

■申込方法　下記連絡先まで電話で申込みください

■申込期限　2 月 27 日㈬

■申込先・問い合わせ

　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス

　☎ 72-1696　受付 9：00 ～ 17：00（火曜日休館）

栗山・里山・山ガール
3 Mountain Meeting
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忘
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。「
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杯
」
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す
が
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が
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す
。『
腰
が
痛
い
・
・
』

と
家
で
も
口
癖
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。
先
日
テ

レ
ビ
で
、
腰
痛
は
ス
ト
レ
ス
が
大
き
く
関
係
し
て
い

る
と
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
を
一
緒

に
見
て
い
た
妻
の
変
化
に
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
い

ま
の
と
こ
ろ
目
立
っ
た
変
化
は
有
り
ま
せ
ん
。 （
渡
辺
）

▼ 

12
月
は
、
長
期
研
修
に
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
、
栗
山
監
督
の
優
勝
パ
レ
ー
ド
と
師
走
ら
し
い
、

ど
た
ば
た
な
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。
1
月
に
入

り
一
転
、
穏
や
か
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
ら
、

気
が
抜
け
た
の
か
久
し
ぶ
り
に
風
邪
を
ひ
い
て
寝

込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
体
調
管
理
に
は
十
分
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
沢
）

編
集
後
記

全町子どもかるた大会
2013.1.20　角田農村環境改善センター

栗山町青少年育成会（川畑憲吾会長）主催の全町子
どもかるた大会が行われました。小学生 12 チーム、
中学生 9 チーム計 21 チームが参加。3 人が一体となっ
て身を乗り出し木札を取り合う姿や、気合の入った声
が響くなど、1 枚を争う白熱した試合がいくつも展開
しました。
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